
■電⼒⽤コンデンサ（進相コンデンサ）

・構造が簡単で静⽌型

・各所に分散して設置できる

・静⽌型なので保守が容易で騒⾳が少ない
・電⼒損失が少ない

・価格が低廉

・無効電⼒の調整は段階的（連続的でない）

・遅れ(進み)無効電⼒を供給(消費)
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変電（６） 《電⼒⽤コンデンサの特徴》

𝑉௥ ሶ
𝛿

𝑉௦ሶ
𝑗𝑋𝐼ሶ

𝐼௔ሶ

𝐼௖ሶ

𝐼ሶ
𝛿

進相コンデンサ使⽤

𝜃

放電抵抗
(放電時間5分)

放電コイル
(放電時間5秒)

限流ヒューズ
𝐼௖ሶ  

※電圧低下を抑制

〈特徴〉
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変電（６） 《進相コンデンサの端⼦電圧と定格容量》
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■分路リアクトル
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変電（６） 《分路リアクトルの特徴》

〈空⼼形〉

〈鉄⼼形〉

〈ギャップ付鉄⼼形〉

リアクタンスが直線性で鉄損がない⻑所
がある⼀⽅、インダクタンスが⼩さい

インダクタンスが⼤きい⻑所がある⼀⽅、
リアクタンスが⾮直線性で鉄損が⼤きい

空⼼形と鉄⼼形の中間性質を⽰す

※電圧上昇を抑制
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・構造が簡単で静⽌型

・各所に分散して設置できる

・静⽌型なので保守が容易
・騒⾳、電⼒損失が⽐較的、⼤きい

・価格が低廉

・無効電⼒の調整は段階的（連続的でない）

・進み(遅れ)無効電⼒を供給(消費)〈特徴〉



誘導発電機項⽬ 電⼒⽤コンデンサ 分路リアクトル 同期調相機 静⽌型無効電⼒補償装置

構造 簡単、静⽌型 簡単、静⽌型 複雑、回転型 複雑、静⽌型

コスト 最⼩ ⼩ ⼤

運転・保守
負担 最⼩ ⼩ ⼤ 中

⽤途 進相⽤
電圧低下防⽌

遅相⽤
電圧上昇防⽌

進相/遅相⽤
電圧低下/上昇防⽌

進相/遅相⽤*
電圧低下/上昇防⽌*

調整能⼒ 段階的 段階的 連続的 TSC：段階的
TCR, SVG：連続的

電⼒損失 最⼩ 中 ⼤

同期化⼒ 無し 無し 有り 無し

応答性

変電（６） 《調相設備の特徴まとめ》

系統電圧
低下時 供給能⼒低下 供給能⼒低下 供給能⼒維持

*TSCは不可

TSC,TSR：供給能⼒低下
SVG：供給能⼒維持

TSC：⼩、TSR：中
SVG：⼤

TSC：⼩、TSR：中
SVG：⼤

遅 遅 早 TSC：遅、TSR：超速
SVG：超速


